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2026 WED喜田弘司
香川大学 創造工学部 教授

講演者 氏
1993年、NEC関西C&C研究所に入社。グループウェア、検索エンジン、ビッグデータ処理基盤の研究に従事。2014年より
NEC Laboratories America にてマルウェア検知の研究および製品化に従事。2018年より香川大学創造工学部に勤務し、同
大学情報化推進統合拠点を併任。現在、人工知能のセキュリティ対策への応用研究に従事。情報処理学会、電子情報通信学会、
電気学会の各会員。博士（工学）。

C
ha
t
G
P
T
を
は
じ
め
と
す
る
A
I
は
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
幅
広
い
問
い
に
答
え
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
本
講
演
で
は
、
大
量
の
文
章
か
ら
言
葉
の
関
係
を
学
ぶ
仕
組
み
を
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
て
直
感
的

に
解
き
明
か
し
ま
す
。

　
そ
の
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、
言
葉
を
「
意
味
の
地
図
」
の
上
に
配
置
す
る
技
術
「
Wo
r
d
2
Vec
」
で
す
。

言
葉
同
士
の
似
て
い
る
度
合
い
や
、
意
味
の
足
し
引
き
を
通
じ
て
、
多
様
な
概
念
の
つ
な
が
り
を
見
え
る
形
に
す

る
試
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
香
川
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
和
田
邦
坊
の
作
品
を
、
A
I
を
応
用
し
て
V
R
空
間
に
再
現
す
る
学
生
の

研
究
や
、
就
職
活
動
の
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
人
と
A
I
で
共
に
つ
く
る
事
例
を
通
じ
て
、
人
と
A
I
が
共
に
豊

か
な
文
化
を
創
造
す
る
未
来
を
考
察
し
ま
す
。

同
志
社
女
子
大
学

〈
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
〉

イ
ベ
ン
ト
エ
リ
ア

聡
恵
館
ラ
ー
ニ
ン
グ・コ
モ
ン
ズ

AIの仕組みを知って「

◎イベントお問い合わせ先：メディア創造学科事務室 TEL.0774-65-8635 対象＝同志社女子大学在学生


